
３ 健康で安心して生活するための
支援体制の充実

◇ 高齢者いきいきフェアin東区

区内の大型商業施設を訪れる来場者に対して、地域
の関連団体や長寿保険課が行っている、高齢者のため
の事業等を広くＰＲします。

また、若い世代や今後介護が必要となる世代に、介護
ロボット体験等を通じて、介護に対する理解、関心を高め
てもらう機会とします。

◇ 健康づくり応援事業

市民の皆様の健康づくりへのきっかけ作りとして、生活習慣病予防に関する情報提供や検診受
診勧奨の啓発をします。地域での健康教育や区役所市民ホールでの展示活動では、ベジメータ
（皮膚カロテノイド測定器）も活用し、目標を持って健康づくりに取り組めるよう応援します。
毎月５日を「東区がん検診の日」と定め、来庁者の方にがん検診の重要性を伝え、受診を促
す取り組みを進めます。窓口では「メッセージカード」を配付し、大切な人にも受診を勧めていただ
くとともに、市民の皆さんと接する様々な機会を捉え、積極的な啓発を行います。
※ベジメータとは、日々の野菜摂取状況が数値でわかる測定機器です。

◇ 地域福祉講演会

住み慣れた地域で安心して住み続けることができるまちづくりのために、地域住民、自治会、
民生委員児童委員、福祉施設職員等が、何ができるか学び、地域福祉の向上に資することを
目的とした「地域福祉講演会」を開催します。

４ 地域の声に応える区役所の運営

◇ コミュニティ担当職員による地域づくり支援

市民により構成される東区協議会を定期的に開催し、地域における市民協働の推進を図ると

ともに、市民の意見を区政に反映させます。東区では３つの委員会を設置し、区独自の地域課題の
解決に努めます。
交通安全委員会：「交差点事故ゼロ～センターライン３本分、ゆとりの車間で事故防止～」を

テーマに、さまざまな手法で交通安全をＰＲ、推進します。
地域防災委員会：防災の取り組み・課題などを共有し、意見交換を行うことで、防災力の強化を

図ります。
地域福祉委員会：福祉に関する地域課題を解決するため、先進事例の研究や各種施設の視察

を行います。

◇ 区協議会運営事業

地区自治会連合会への会議出席や地区内の小中学校のコミュニティ・スクールのオブザー
バーとして参加し、地域や学校の課題・活動を理解し情報共有することで、行政に反映する
役割を担っていきます。また、行政と地域が連動して活動している好事例を学ぶため、先進
市への視察など精力的に活動していきます。

◇ 地域力向上事業(市民提案による住みよい地域づくり助成事業)

地域の活性化や課題解決のため、市民の皆さんが主体的に実施する事業に対して、市から
補助金を交付します。市民の主体的な活動を支援することにより、地域のコミュニティを活性化
するとともに、市民協働によるまちづくりを推進します。

※事業提案のサポートを区役所・各協働センターで行っています。お気軽にご相談ください。

中野町煙火大会（東区中野町）

２０２３（令和５）年度

東区区政運営方針
～ 人と人 心ふれあう未来へ 東区 ～

東区は、「人と人 心ふれあう未来へ 東区」のキャッチフレーズのもとに、
人々が、「 住む・育てる・学ぶ・働く・憩う 」ための機能向上に努め、
「ここに住んでいて良かった」と実感できる「暮らしやすいまち」を創ります。
区政の運営にあたっては、“市民主体の地域づくり”という理念のもと、
４つの基本方針を掲げ、地域の皆様の行政サービスに対する満足度の向上に
努め、身近な行政サービスの拠点として、親しまれ信頼される区役所である
よう、区政運営に取り組んでまいります。

東区長 野田 志保
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＜高齢者いきいきフェアの様子＞



2 地域資源の再発見とその活用

東区子安町にある「劇団たんぽぽ」が東区の小学校・中学
校と一緒に演劇を通じて表現することの大切さと夢を育む場
を提供します。

また、演技指導の成果を協働センターなどの場で発表する
ことで、地域の子どもから大人まで楽しみながら交流の輪を
広げていきます。

東区にある浜松アリーナを本拠地とするプロフットサルチー
ム「アグレミーナ浜松」の選手と地元の小学生がフットサルを
通じて交流を深めるとともに、各個人の技術力向上とチーム
の知名度アップに寄与できるよう事業を進めていきます。

◇ 「地域住民参加型演劇」開催事業

◇ 俳句の里づくり事業

◇ 歴史講演会 ～Yes！ 家康プロジェクト 浜松～

大河ドラマ「どうする家康」の放送が始まったことで徳川家康公に注目が集まる中、家康公とゆかりのあ
る史跡などが数多く残る地域性を活かし、家康公を身近に感じながら、地域の歴史について学ぶ講演会
を開催します。また、より多くの方にご視聴いただくために、デジタルを活用した動画配信を実施します。

４つの基本方針に基づく重点的な取り組み

1 安全・安心な地域づくり

東区は、静岡県内の市区町における人口当たりの人身交通事故件数
ワースト１という状況から脱出するため、交通安全事業を積極的に推進
します。

1 高齢者を対象に、サポートカー乗車体験を実施し、身体能力の変化
を認識する機会を提供します。

２ 交通安全リーフレットを作成し、東区内の交通事故発生状況等の情
報を発信します。

３ 路上や商業施設での街頭広報を実施します。
４ 中学生を対象に、スタントマンの実演による交通安全自転車教室
を開催します。

５ 公用車のリアガラスに啓発ステッカーを貼付します。

◇ 交通安全の推進

◇ 自主防災隊の活動への支援

地域で活動する自主防災隊の防災資機材の購入や防災訓練等の活動事業に対する補助金、
防災倉庫の新設・建て替え・修繕に対する補助金を交付し、自主防災隊の活動を支援します。
また、活動が困難となっている隊に対しては、個別に状況を聞き取り、資機材の購入や訓練
実施について助言を行い、活動の補助を行います。

◇ 地域防災連携連絡会
自治会・自主防災隊・学校が参加する「地域防災連携連絡会」を開催し、地域の災害上の課題
や防災体制について話し合い、情報を共有します。

特に、感染症対策を踏まえた避難所の設営について、問題点や課題などについて意見交換を
行います。

◇ 防災出前講座・HUG訓練・マンホールトイレ設置訓練

自治会や自主防災隊・学校等に対し、防災出前講座を開催し、日頃から、災害への備えの重
要性を意識していただくよう啓発を行います。具体的には、避難者による主体的な避難所運営を
啓発するため、地域の方々へのＨＵＧ訓練（避難所運営ゲーム）の実施を通じて、避難所で起こ

りうる出来事や課題などを認識いただきます。また、避難所に必要不可欠なマンホールトイレの
設営方法を学ぶ出前講座についても、積極的に開催します。

あわせて、様々な災害情報の収集方法についても受講者に紹介し、防災ホッとメールや浜松
市公式ＬＩＮＥへの登録を促します。

東区は、松島十湖(まつしまじっこ)をはじめとする多くの俳人を輩出した俳句に
縁の深い地域であることから、東区を 「俳句の里」 と位置づけ、俳句を活用した
まちづくりに取り組んでいます。

【十湖賞】
中学生の部 帰り道一歩一歩が秋めいて （積志中学校1年 西林 帆香）
高校生の部 父の日の写真嫌いの父を撮る（西遠女子学園高校三年 鈴木 向葵）
一般の部 内に声かけて初雪見失ふ（愛知県瀬戸市 尾崎 八重子）

◇ アグレミーナ浜松との交流事業「フットサル教室」
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＜交通安全リーフレット＞

＜十湖大賞＞
和田東小学校6年
齊田 旺生

＜フットサル教室＞

＜地域住民参加型演劇＞


